
平成30年度 全体研究構想 文部科学省研究開発学校指定 ４年次

未来社会を創造する主体を
育成する教育課程の編成

子供の文脈を重視した探求の学び
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142年の歴史 我が国の教育課程研究への貢献
1876～2019

生活科の
開発研究

総合の
開発研究

九州の
教育のメッカ
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昨年度の成果 学習指導要領試案

カリキュラムの基準

シンプルな内容構成
つながりが見えやすい構造
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向上性

創造性

協働性

非認知能力を重視した

資質・能力

深く内省し，自己を認め，
志を明らかにする

他者とともにできることを
力を合わせて行う

探求する中で概念を発展させ，
新たな知を創造する

たんれん

くらしげいじゅつ ことば

にんげん

真正の

課題

テーマ・

トピック

学習

のため

の

評価

すうがく かがく

けんこう

個の特性に応じた
学習の個性化

内容の精選

個の課題に応じた
学習の最適化

学びの選択

自己内省と省察

マイタイム

各領域での
振り返りの重視

学習のための評価

客観

テスト

質問紙

調査

学びの

記述

パフォーマンス

評価

テーマ学習と
トピック学習

テーマ

にんげん

ことば

かがく

くらし

けんこう

すうがく

げい

じゅつ

トピック３

げい

じゅつ

トピック２

にんげん

トピック１

くらし

真正の課題
知のまとまり たくましい追究 学校を超える価値

文脈を重視した教育課程の

構成原理

本日のプロット

３つの資質・能力

教育課程の原理

探究の学び

４年間の成果

今後の課題
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文化的
存在

実存的
存在

社会的
存在

人間存在の原理

向上性 協働性

非認知能力の重視

創造性
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自ら課題を設定し，調査・追究する
中で獲得した知をつなぎ組合せ新たな
知を創造する

深く内省し，自己を
あるがままに認め，志を
明らかにする

仲間や他者の考えに
耳を傾け，尊重し，
力を合わせる

３つの資質・能力

向上性

創造性

協働性

未来創造型の資質・能力
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Knowledge base Human base

コンピテンシー

○実際の課題解決
○他の学習での活用

新

学問子供 社会 子供学問 社会

コンピテンシー
○実社会での実践
○自分の生き方
○他者との協働

本校

○価値ある知識
○基礎的技能

内容の過多
重複

内容
精選

コンテンツ 教科

コンテンツ 領域

現行

人間重視だからこそ，子供の文脈が中心
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文化的
存在

実存的
存在

文化の学び

社会の学び

人間の

学び

社会的
存在

編成の方針

8



カリキュラム編成の方針

健康

環境 人間関係

表現 言語
音楽

社会
算数 理科

国語

外国語

体育

美術「

道徳・宗教

運動

数理・論理

多重知能理論

ＭＩ

諸外国の
教育課程

幼稚園
５領域

音楽

空間・芸術

内省

博物学

人間関係

言語
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くらし

生活や社会との関わり

にんげん

内省と協働的な実践

ことば

豊かに言葉を使いこなす

すうがく

直観的，論理的な推論10



かがく

科学的課題解決力

げいじゅつ

美の感受と表現

けんこう

望ましい生活行動を実践

たんれん

必要な知識・技能の習得11



教育課程 ７領域＋たんれん＋チャレンジ

たんれん

くらし

けんこう
すうがく かがく

げいじゅつ ことば

にんげん

チャレンジ
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本年度の重点１ カリキュラム編成原理

内容精選

学びの選択

自己内省と省察

たんれん

くらし

けんこう

すうがく かがく

げいじゅつ ことば

にんげん

チャレンジ
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本質

教科Aの
内容

教科Bの
内容

本質

時数１割カット 年約100時間

○ 内容の精選

領域の内容
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移行

削除

統合

他学年，他領域に内容を移す

内容を減らしたり削ったりする

複数の内容を合わせる

○ 内容精選の方法
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○ 領域「ことば」の４年の内容精選例Ｐ４

読むことイ 一部削除
Ｅ 反復・螺旋的な
内容のため削減
実態に応じて削除も
検討

読むことア 移行
Ａ 全国学力調査で
教材文への依存度が
高いという指摘
他領域でも目的に
応じて習得可能

書くこと 話すこと・聞くこと 統合
A 国語科，外国語科を関連して指導することを
通して，それぞれの言語運用能力を高める。
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説明文

表現物

C 読むこと（説明文）
ア 段落の関係を捉え理由や事例の関係を捉える

学んだことを他領域に生かす（移行）

８時間

８時間

国
語
科

こ
と
ば

「アジアの玄関口ふくおか」
リーフレット作成を移行

６時間

説明文 ８時間

く
ら
し

マイナス６時間

１６時間

例１ 領域「ことば」の第４学年において

表現物 ２時間
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例２ 領域「ことば」の第４学年において

物語文教材１

物語文教材２

物語文教材１
１ 読みの課題解決
２ 関連図書（教材２）

発展段階で読み広げる（削減）

１４時間

８時間

１４時間

国
語
科

こ
と
ば

マイナス８時間

２２時間
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C 読むこと（物語文）
イ 登場人物の行動や気持ちを捉える



外
国

マイナス７時間

「同じ数ずつ 分けよう」
日本語と英語を結び付ける（統合）

例３ 領域「ことば」の第４学年において

報告文教材

聞く・話す

報告文教材
１書く
２話す・聞く

１５時間

８時間 １６時間

国
語

こ
と
ば２３時間

１０時間

19

国 A 話すこと・聞くこと ア 説明や報告を話す・聞く
外 エ 話すこと（ウ） 自分の考えや気持ちを話す

３留学生と交流



昨年度比ー626  新課程比ー477

○ 内容の精選 時数の削減

にんげん くらし ことば すうがく かがく けんこう げいじゅつ チャレンジ 計

1 68 68 170 170 70 136 136 0 818

2 70 70 175 175 70 140 140 0 840

3 70 70 210 175 70 140 140 0 875

4 70 70 193 157 70 122 123 70 875

5 70 105 193 157 105 122 123 70 945

6 102 102 187 153 105 119 119 68 955

計 450 485 1128 987 490 779 781 208 5308

29年度比 -218 -105 -537 35 143 -52 -52 208 -626

-477

未来教育課程　年間授業時数

新教育課程比

国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図画工作 家庭 体育 外国語 道徳 特別活動 総合 外国語活動 計

1 306 0 136 0 102 68 68 0 102 0 34 34 0 0 850

2 315 0 175 0 105 70 70 0 105 0 35 35 0 0 910

3 245 70 175 90 0 60 60 0 105 0 35 35 70 35 980

4 245 90 175 105 0 60 60 0 105 0 35 35 70 35 1015

5 175 100 175 105 0 50 50 60 90 70 35 35 70 0 1015

6 175 105 175 105 0 50 50 55 90 70 35 35 70 0 1015

計 1461 365 1011 405 207 358 358 115 597 140 209 209 280 70 5785

新教育課程　年間授業時数

新

本校

5785

5308
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○ カリキュラム編成原理

内容精選

学びの選択

自己内省と省察

たんれん

くらし

けんこう

すうがく かがく

げいじゅつ ことば

にんげん

Challenge
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たんれんの充実
３分 静的活動３，４分 動的活動３，４分 動的活動

学習の最適化

ことば Lv4

すうがくLv3

くらし Lv6

かがく Lv5

音読
連れ読み
ペア・班読み
一人読み

コグニサイズ
フラッシュカード
手拍子・ジャンプ
リズム・歌・立座り
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チャレンジの新設

ランゲージ クリエイト

アート

ミュージック

サイエンス スポーツ
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前半を終えての子供たちの感想
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○ カリキュラム編成原理

内容精選

学びの選択

自己内省と省察

たんれん

くらし

けんこう

すうがく かがく

げいじゅつ ことば

にんげん

Challenge
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マイタイムノート

低学年
日記タイプ

中・高学年
ツールタイプ
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低学年
日記タイプ

学びの高まりを保護者と共有 27



中・高学年ツールタイプ

７領域で見えた，学びの高まりを可視化

今までの自分

今の自分

これからの自分
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学習のための評価

テーマ・トピック

真正の課題

本年度の重点２ 探求の学び

真正の

課題

テーマ・
トピック

学習のための
評価
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たくましい

追究

学校を

超える

価値

知の

まとまり

真正の課題

探求の学び 30



少子高齢化の原因と理由を考え
るとともに，様々な政策のつくら
れる仕組みが分かる

仲間や福岡市役所と
共によりよいプランに
改善できる

福岡市に提案を
する中で未来社会を
生きる一人としての
自覚をもてる

たくましい

追究

学校を
超える
価値

知の

まとまり

６年「くらし」 トピック
「選挙で決めよう！未来へつながるまちづくり」
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学習のための評価

テーマ・トピック

真正の課題

探求の学び

真正の

課題

テーマ・
トピック

学習のための
評価
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テーマ

にんげん

ことば

かがく

くらしけんこう

すうがく

げい

じゅつ

テーマ学習 内容の関連
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くらし

けんこう

すうがく かがく

げいじゅつ ことば

にんげん

向上性

創造性

協働性

トピック学習 資質・能力の関連
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トピック学習 資質・能力の関連

トピック３

げいじゅつ

トピック２

にんげん

トピック１

くらし

創造性

協働性

向上性 35



６年「くらし」 トピック
「選挙で決めよう！未来へつながるまちづくり」

〇経済に支障がでる
〇医療費が倍増する
〇街が廃墟になる

〇ピンチはチャンス
〇ＡＩを活用
〇高齢化をビジネスに

【中心の問い】
箱崎に未来の日本の課題を
乗り越えるまちをつくろう。
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市長候補 行政

有権者民間企業

調べた最新の
技術の資料から

市民アンケートや
インタビューから

福岡市の
マスタープランから

社会問題を基に
まちづくりの提案

６年「くらし」 トピック
「選挙で決めよう！未来へつながるまちづくり」

協働性
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学習のための評価

テーマ・トピック

真正の課題

探求の学び

真正の

課題

テーマ・
トピック

学習のための
評価
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自己内省と省察

質
的

量
的

直接

間接

Ⅰ
学びの記述

Ⅳ
パフォーマンス評価

Ⅱ
質問紙調査

Ⅲ
客観テスト評価
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客観テスト

質問紙調査

学びの記述

パフォーマンス

評価

ＳＴＥＰ１
レディネス

創造性・向上性

ＳＴＥＰ４
知の構築の成果

創造性・向上性

ＳＴＥＰ２
毎時間振り返る

協働性・向上性

ＳＴＥＰ３
協働的な実践

創造性・向上性

自己内省と省察
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学びの記述

客観テスト

質問紙調査

パフォーマンス

評価 協働性

６年「くらし」 トピック
「選挙で決めよう！未来へつながるまちづくり」
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4.20 4.30 4.40 4.50 4.60 4.70

平成27年度平均

平成28年度平均

平成29年度平均

平成30年度平均

自分以外のほかの人の気持ちをよく考えたいと思う。（N=71）

追跡 第４学年児童質問紙調査

１年

２年

３年

４年

協働性
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自分の成功や失敗を思い出すのは得意である。（N=68）

追跡 第６学年児童質問紙調査

３年

４年

５年

６年

3.60 3.80 4.00 4.20 4.40

平成27年度平均

平成28年度平均

平成29年度平均

平成30年度平均

向上性
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3.40

3.60

3.80

4.00

4.20

4.40

1 2 3 4

3.60

3.70

3.80

3.90

4.00

1 2 3 4

追跡 保護者質問紙（N=61）

協働性創造性

興味・関心について 意見の受容について
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肯定的な意見（N=61 6年保護者）

楽しく学ぶ

28%

幅広い知をつ

なげている

20%
子供の好奇心

13%

深い話し合い

11%

外部人材や体験

10%

その他

18%

教師の独創性

子供の満足感

親の納得感

深い教材分析

創造性
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100 100 100 100

123.9
132.9 118.7

140.4129.8 136.9 138.1
162.5

90

110

130

150

170

国語A 国語B 算数A 算数B

全国学力・学習状調査（H26_N＝85,H30_N=74）

全国=100 H26本校 H30本校

資質・能力の高まりは学力向上にも寄与するのか？

創造性 協働性向上性

記述式への強さ【全国比188.2】
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今後の課題

〇 高学年になると質問紙調査の
数値が下がる傾向

〇 子供の学びが伝わらない

〇 公立学校への具体的な汎用性
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今後の課題

〇 「学習としての評価」の充実

〇 保護者・地域への効果的発信

〇 児童，教師用資料，教科書試案
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帰国子女教育

国際社会に生きる力を育てる

語彙指導の充実

読む・書くを重点化した
内容構成

個別のカリキュラム作成
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特別支援教育

生活をつくり出す子供を育む
教育課程の編成Ⅲ

個別の指導計画

横断的な
カリキュラム編成

自立活動との関連
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特別支援教育講演会

第１日目 トークセッション１
コメンテーター

国立教育政策研究所

総括研究官 福本 徹先生

文部科学省

教科調査官 菊池 英慈先生

本学教育心理学講座

教授 生田 淳一先生

第２日目 トークセッション２
コメンテーター

文部科学省

教科調査官 笠井 健一先生

本学学校教育講座

准教授 樋口 裕介先生

２月８日 （金）

東京学芸大学

名誉教授 上野 一彦先生

２月９日 （土）

文部科学省
初等中等教育局
教育課程課

教科調査官 渋谷 一典先生

全体講演会
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未来社会を創造する主体を育成する
教育課程の編成

子供の文脈を重視する探求の学び

平成30年度 全体研究構想
文部科学省研究開発学校指定 ４年次 52


